
問１１　下線部⑩について、次の＜資料２＞は1871年に交付された文書を、現代語に訳し
たものです。これを読んで、あとの設問に答えなさい。

＜資料２＞
私が思うには、この明治維新に際して、内において人民を守り、外では万国と対等に交際し
ようとすれば、名実ともに政令が一本化されていなければなりません。私は、先に版籍奉還
を許可し、新たに知藩事を命じ、おのおのその職につかせました。ところが、数百年来のしき
たりがつづき、あるいは名のみでその実があがらない者がいます。これではどうして人民を守
り、万国と対等の交際ができましょうか。私は深くこのことを嘆かわしく思います。そこで今、
さらに（　X　）ことにします。これはできるだけ無駄を省いて簡素化し、有名無実の弊害を
除き、政令が多方面から出る心配をなくすためです。お前たち臣下のものは私の思いをくみ
なさい。

（１） 資料中の「私」とは誰のことですか。漢字で答えなさい。
（２） 空らん（　X　）にあてはまる言葉として最も適当なものを、次のア～エあら一つ選
び、記号で答えなさい。
ア　藩を廃止して県を置く
イ　憲法をつくって国会を開設する
ウ　男子すべてに兵役の義務を定める
エ　五か条の御誓文を発表する

問１２　下線部⑪について、次の設問に答えなさい。
（１） 大久保利通の出身の藩の名と、その藩主の組合わせとして正しいものを、次のア～
エから一つ選び、記号で答えなさい。
ア　長州藩-毛利氏
イ　長州藩-島津氏
ウ　薩摩藩-毛利氏
エ  薩摩藩-島津氏
（２） 大久保利通は1871年出発の岩倉使節団の一員でした。岩倉使節団の団員は他
にもいますが、そのメンバーではない人物を、次のア～エから一つ選び、記号で答えなさい。
ア　伊藤博文
イ　山口尚芳
ウ　木戸孝允
エ　西郷隆盛

問１３　下線部⑫について、次の＜資料３＞は渋沢栄一による『論語と算盤』の一部を、現

はんせきほうかん

へいがい
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